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トランジスタを用いた計数放電管動作回路
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1．緒 口

　計数放電管動作回路にトラソジスタを用いることはChap1mとSharpe（1）が提案した。その

後WamanとB1bb（2），Sadowsk1とCass1dy（3）などがトランシスタを用いたタフノレ⑧パノレス

計数放電管動作回略の研究を行つている。この論文ではトランジスタを用いたシングノレ⑧バノレス

計数放電管動作回路について述べる。・

2．　トラソジスタ⑧シングノレ竃パノレス計数放電管駆動回路

　計数放電管の案内極に印加される入カパノレス電圧は，少くとも負の数10Vを必要とするが（4），

実際に計数放電管を使用する場合，入カパノレスが数10V未満の大ぎさの正パノレスであることが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多い。その場合には入カパルスを案内極に
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トランジスタ　2SBユ02タイオートユN38A
計数放電管：JRC⑧DK14
W1：100回巻，W2：100回巻，W3：2000回巻，W4：200回巻

R1：500Ω1R2：4為Ω，Rp：250后Ω，Rg1：100為Ω，Rg3：100ゐΩ

Rk0：10冶Ω，Cgゴ100pF，Cg3：100pF，Ebb：400V前後，

二Eg：40V前後，E：13V前後，E㏄：約6～13V

　第1図　トラソジスタ⑧ソソグ〃・パノレス計数放

　　　　電管駆動回路

印加する前に，増幅と極性反転を行う必要

がある。そのため筆者は，計数放電管駆動

回路として，第1図に示すようなトヲソジ．

スタ⑨ブロッキソグ発振器回路を使用した。

　第1図において，巻線W1とW2によつ

てコレクタからべ一スに帰還される。分圧

抵抗R1，R2から得られるべ一ス⑧バイア

ス電圧（R1とR2との接続点のアースに対

する電圧）が，トランジスタが連続発振を

起さないようにする。

　入カパノレスが巻線W4に印加されると，

トランジスタが導通し，コレクタは鉄心が

飽和するまでアース電位になつている。鉄

心が飽和して磁束変化が消減する時，逆起

電力によりトラソジスタが遮断される。コ

レクタ電圧がコイノレの逆起電力により，負

の方向に大ぎくなろうとするが，ダイオー
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ドにより一Eにクラソプされる。逆起電力が消減する際に，コレクタ電圧が普通の待機状態一E、

に復帰する。トラソジスタのコレクタからの信号電圧が，巻線W3で変圧されて案内極に与え

られる。（5）

　この回路で問題になるのは，分圧抵抗R1，R2の大きさとE，E、の大きさである。

　（1）R1，R2の大ぎさ

　R1／R2を小さくすると，巻線w4へ印加するパノレス電圧が小さくてすむので，R2＝4為Ωとし

てR1を500Ωより小さくしてみたら，トランジスタ⑧ブロッキソグ発振器が連続発振を生ずる

ことがあつて，計数放電管が確実に動作しなかつた。R1＝500Ωでは連続発振が起らず確実に動

作したので，第1図に示すように，R1＝500Ω，R2＝4烏Ωとした。

　（2）E，E、の大ぎさ

　第1図の回路で，陽極供給電圧E1，b＝400V，陽極電流I1，＝084mAの場合，EとE、の値を変化

　　　　　　　　第1表　　　　　　　　　して・単発のパノレスを印加し・計数放電管が確実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に動作するかどうかを実験してみた。その結果を
　　動作する場合　　　　　動作しない場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1表に示す。
E（V）　12　12　12　　E（V）　　ヱ2　　6　　6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　確実に動作する場合は，第1図のG点の動作時
E㏄（V）　　6　　9　12　　E㏄（V）　　3　　3　　6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　におげる電圧波形は，入カパノレス電圧のいかんに

拘らず，同じであつた。

3．計数放電管陽極電源回路

　計数放電管陽極電源電圧は，トラソジスタの電源電圧に比して，はるかに高い。そのため筆者

はトラソジスタを用いた直流変圧器を使用して，トランジスタ用低圧電源より計数放電管陽極電

源電圧を得た。その回路を第2図に示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この回路で，直流電源電圧E、＝12．2Vのとぎ，抵

　　　　　　　　6
抗負荷を接続した場合の負荷特性を第3図に示す。

4
十

盈．動作実験

　　　　　　　　1　　7

　トラソジスタ：2SB861ダイ才ニド耳R14
　R1：10Ω，R2：700Ω，C1：6μF，C㌧：6μF，

　1－2問65回巻，1－3問130回巻，4－5問
　5回巻，4－6問10回巻，7－8間1150回巻

　　第2図　トラソジスタ直流変圧器

　この回路において，巻線W4に印加する入カパノレスのパノレス幅を25μsとし，周波数を変化し

て，確実に動作するのに必要なパノレス電圧の最小値を測定した。その結果を第4図曲線①と④1に

示す。（第1図の回略でG点を巻線W3の端子6に接続した場合が曲線①，G点を巻線W3の端

子5に接続した場合が曲線④）

　第1図の回路において，E＝13．8V，　E、＝9．15V，

Eg：39．7V，べ一ス⑧バイアス電圧EBbi。。＝4．28Vの場

合に，計数放電管陽極電源回略として，第2図の回賂

で，直流電源電圧E、二12．2Vとした回路を用いた。そ

のとき陽極供給電圧耳1，1、＝415V，陽極電流I1，＝O．86mA，

直流変圧器の入力電流Ii。＝116mAであつた。
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　第3図　トラソジスタ直流変圧器負荷特性
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入カパノレス周波数とパ〃ス電圧およびパノレス幅との関係

次に入カパノレス電圧を20Vと

し，周波数を変化して，確実

に動作するのに必要なパノレス

幅の最小値と最大値を測定し

た。その結果を第4図曲線②戸

③，⑤，⑥に示す。　（第1図

の回路でG点を巻線W3の
端子6に接続した場合のパノレ

ス幅最小値が曲線②，パノレス

幅最大値が曲線③，G点を巻

線W3の端子5に接続した場

合のパノレス幅最小値が曲線⑤、

パノレス幅最大値が曲線⑥））

　トラソシスタ直流変圧器の

直流出力電一圧に含まれるリッ

プノレを第5図に示す。また直

流変圧器の効率ηは

　η＝（Ebl，Il，／EsIin）×100％：

（415＞二＝O．86×10－3／12．2＞（116

×10’3）×100％≒52．2％

である。

第4図

5．結

　この研究により，トランジスタとトランジス

タ用低圧電源とを用いて，シングノいパノレ．ス計

数放電管を動作させることができることが明ら

かになつた。

　第4図で入カパノレス周波数が80p／sで終つて

いるが，これは第1図のトランジスタ⑧ブロッ

キソグ発振器の固有周波数が低いため，入カパ

ノレスが80p／sを越えると確実に動作しなくなる

　（横1小目盛＝50μs，縦1小目盛＝20mV）

第5図　トラソジスタ直流変圧器の出力電圧

　　　に含まれるリツプノレ

fig100501.pdf
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からである。そしてトランジスタ⑧ブロッキング発振器のr苫周波数が低いのは，その変圧器の

特性によるものと考えられる。この変圧器を改良すれぱ計数速度を高めることができると思う。

　前節に述べたように，直流変圧器の直流電源電圧E。＝12．2V，入力電流Ii。＝116mAであるか

ら，入力電力は約14Wトなるが，この直流変圧器に使用したトランジスタ2SB86は損失15W，

電流10Aであるから，第2図の回路は，計数放電管JRCのK14■を10個同時に使用する場合，そ

れらの陽極電源とすることがでぎる。

　なお第1図に示したトランジスタ⑧ブロッキング発振器回路は，ダブノレ竃パノレス計数放電管動

作回路としても使用でぎる。ダブノレ⑧パノレス計数放電管の1種であるJRC⑧DK16を使用して実

験し，そのことを確めた。

　終りに，この研究の実施にあたり，便宜をお与え下さつた静岡大学学長渡辺寧先生，東北大学

教授小池勇二郎先生，および御指導下さつた東北大学教授八田吉典先生に厚くお礼申し上げる。
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S理節醐鮒y

　Atechn1que1sd－escribed－wh1chenab1estrans1storstodr1ves1ng1epu1seco1d－cathod－ecounter

tubes．

　The　smσ1e　pu1se　co蝸一cathod－e　counter　tube　used　m　th1s　study工s　JRC竃DK14wh1ch1s　a　s1ng1e

pu1se　d－ekatron　made　by　Japan　Rad1o　Company　Lm1ted，Japan

　A　trans1stor　b1ock1ng　osc111ator　feeds　stepP1ng　Pu1ses　to　dekatron　gu1de　e1ectrod．es　The　trans－

1stor　used1n　th1s　b1ockmgosc111atorヱs　NEC鱈2SB102mad－ebyN1pPon　E1ectr1c　CompanyL1m1ted，

Japan，and　the　core　of1ts　transformer　cons1sts　of1訟mmat1ons　of　copPer－Pemanoy　meta1Its

故ansfor㎜erhas　fourwmdmgs　W1，W2，W3，andW4Wmd1ngW11s　comected　to　the　base，

W21s　connectedto　the　collector，andthe　transエstor1s　coup工ed　regenera帥e1y　from　the　co11ector

tothel）asebyW1andW2．Wheポapu1se　is　app1iedtowindihgW4，thetransistoris　regenera．

twe1y　d－r五Yen　mto　conduct1on　The　trans1stor1s　cut　o丘by　the　re▽erse　e1ectromot1▽e　force，as　the

core　becomes　saturated　and．the且岨change　co11apses　The　s1gna1from　the　co11ector　ofthe　trans一

ユstor1s　transfomed1ntoW1nd1㎎W3and　apP11edtothe　gu1de　e1ectrodeofthe　dekatron　Inth1s

way　a　trユgger　pu1s6steps　the　g1ow　of　the　deka枕on　frolm　a　cathode　to並s　adjacent　cathode

　A　trans1stor　DC　conYerter1s　used．to　der1▽e　the　about400V　anod－e　supP1y　yo1tage　requ1red　by

d．ekatrons　from　a1ower　vo1tage　supP1y　used－by　the　trans1stor　c1rcu1ts　It　co皿pr1ses　a　push－Pu11

osc111ator　usmg　two　trans1stors（wh1ch　are　power　trans1stors2SB86血ade　by　H1tach1Company

L1m1tedタJapan）coup1ed▽1a　a　transformer　w1th1ammat1ons　of　p1a1n　perma11oy　meta1It　can　be

used　as　the　anode▽o1tage　supPヱy　req㎜red．by1O　d．ekatrons　JRC⑧DK14




